
ハツカネズミの成長記録 ―来る日も来る日も観察と記録に明け暮れるー 

 

はじめにかえて 

 

 高校時代に所属していたクラブ活動は、動植物の飼育栽培を中心とした内容の活動に取

り組んでおり、「園芸同好会」という名称であった。高校 2年時に入会後、校内で飼育され

ていたハツカネズミを対象に観察し始めたのは、生き物の行動に興味関心があったからで

ある。学校内で観察できる動物としてハツカネズミの存在があった。 

 来る日も来る日もクラブ活動でハツカネズミの飼育観察と記録に明け暮れていた高校 3

年次の秋の日, 卒業までにハツカネズミに関するまとまったものを書いてみたいという衝

動に駆られた．それまでに飼育日誌はつけていたから, 何らかの形にする自信はあった． 

 飼育したハツカネズミは 147 匹であった．最初は数匹であったがいつのまにか増えたの

であった．自宅に帰ると伝書鳩とジュウシマツ, ニワトリの飼育と世話もおこなっていたか

ら学校にいる間だけの観察であった．高校 3 年の入試前後において記録をまとめる時間を

持てたのは、推薦入試で進学先がほぼ内定していたことが大きかったと今にして思う。 

 クラブ活動では、顧問から強制や枠にはめられることもなく、生徒の自主性を尊重して自

由にのびのびと活動することができたように思う。ただし顧問からは、どんな形でも良いか

ら記録に残すというメッセージだけは身体に刻まれた。このことが当時の私に拍車をかけ

た。たとえつまらない記録でも形として残そうと考えた。 

 何でもよいから行ってみると記録がたまる。たまったものを形にする過程に創造する喜

びがある。拙いながらも「方法論」の一例を学んだと、ふりかえって思う。 

 また、ハツカネズミの観察と記録することをとおして、集中力や忍耐力も多少養われた 

ように思う。 

 卒業論文として義務付けられたわけではないハツカネズミの観察記録は、自由意思に基

づくものであり、「ハツカネズミの遺伝と条件反射について」の題目をつけ資料としてまと

めた。 

 本資料では、A4 用紙 97 枚にまとめた観察記録の中から、目次およびネズミの成長過程、

ネズミの成長記録、観察中気づいたこと、1日に食べるえさの量、1日に飲む飲水量、参考

部分の計 65枚を公表する． 

 今後、本資料が中・高校生や教育・研究現場の先生方に、何らかの形でお役に立てれば幸

いに思います。 

                              2020.6.18 苗川 博史 

 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 


